
　今年は戦後７５年目の節目の年にあたります。敗戦後、人々は
厳しい生活環境の中にも懸命に働き、戦後復興をなし遂げまし
た。一方で日本は、当時の先進国から「人権赤字国」と揶揄され
ていた時もありましたが、さまざまな人々の粘り強い働きかけ
の結果、今では多くの人々が人権問題に向き合うようになって
きました。しかしながら、解決しなければならない問題がたく
さんあることもまた事実です。
　今後とも、一人ひとりが自分にできることを行い、先輩方が
切り開いてきた人権が大切にされる社会をさらに発展させて
いきたいですね。

編 集 後 記★ ★

（当てはまるものに○をつけて下さい。）

①「人権問題特集号」は・・・・　□よかった　□まあよかった　□あまりよくなかった　□よくなかった

② 心に残った内容は・・・・・・　□「感染症を引き起こすのは『ウイルス』、人ではありません」

　　　　　　　　　　　　　　　　□「『痛み』を重ねながら」　　　　　□「ありのままに」　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　□「体罰によらない子育てを広げよう」　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　□「人がつながる豊かな言葉」　□「ワンチーム」

③感想をお聞かせ下さい。　

　新型コロナウイルス感染防止のため、毎年開催していました人権問題を考える市民懇談会も
今年度は中止となりました。それだけに、今回の「人権問題特集号」は、大きな意味をもつものと
考えています。
　つきましては、市民の皆様に是非読んでいただき、よろしかったら感想等を届けていただき
ますようお願いいたします。今後の編集に生かしていきたいと思いますので、趣旨をご理解の
うえご協力を重ねてお願いいたします。

※アンケート回答の方法
　①ＦＡＸ：上のアンケート用紙に記入のうえ以下の番号にＦＡＸ下さい。

　　⇒ＦＡＸ番号：（０９２）９２３－９６４４ 筑紫野市役所教育政策課  宛

　②郵送：上のアンケート用紙に記入のうえ以下の住所にご送付下さい。

　　⇒〒818-8686  筑紫野市石崎１丁目１番１号  筑紫野市役所教育政策課  行

　③メール ⇒jinkendouwa@city.chikushino.fukuoka.jp

　④市ホームページのアンケートページ

　　⇒
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広報ちくしの「人権問題特集号」
■編集発行
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　筑紫野市同和問題啓発資料編集員会
■問い合わせ先
　筑紫野市教育委員会教育政策課
　ＴＥＬ：(092)923-1111
■印刷
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